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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3)国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4 )上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。
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第 161回談話サロン(会員選考委員会企画 第 1回)

地球環境時代の環境デザイン
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2010年度より、会員選考委員会が企阿して、主として最近入会された会員を講師とする談話サ

ロンを、原則と して|四月(似数月)に開催することになった。これは新入会員にその研究内容を

紹介する場を提供するとともに、新入会員と他の会員との交流の機会を設け、また将来会員候補

となる点々に積極的に参加を制jめ、アカデミーの所動を矢IIっていただくことも合めて、 会の活性

化、会員拡大を図るという;b":I~1を込めたものである。

今回はその企画による第 1回の談話サロンであり 、池|土|駿介会只選考委員会幹事のご紹介によ

り、2009年 11月に入会された石川幹下会員に綿花日をお版し、することになった。当日の司会進行

は松尾友矩委員にお願いした。

石川先生のご111各j涯は上喝のとおりであるが、ランドスケープデザインを尊1-'1]とされ、中国四川

省震災復興計画策定などで国際的に市し、評価をね、また、内閣総理大臣賞をはじめ数々の受賞を

されている。詳細lは l二掲URLを参HHされたい。

**************士宮~*士会***会合******ヨ除、た**********************************************************
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講演要旨
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1 .はじめに

人口が 1000万人を超える都市を「メガシティj と呼ぶが、現在世界に 19箇所あり、アジア

に集中している。中でも日本の東京首都圏は 3000万人で、世界第一位にある。こうしたメガ

シティの存在は地球環境の視点からも避けて通ることはできない。

日本は明治以来急激に人口が増加したが、今や減少への転換点にあり、これまで築いてきた

社会資本や経済成長に大きな賜りを生じ、その対応を真剣に考えねばならない。また 2050年

までに温室効果ガスを半減するという世界的合意に対して、代替エネルギー、交通手段など特

定の技術に関わるものとは別に、都市と人間生活のあり方という側面からの思考も重要である。

2. PARTI:都市と自然に関する歴史的視座

ペルーのマチュ・ヒ。チュ遺跡に都市の原型を見ることができる。歴史的経緯はいまだ解明され ，時

ていないが、水が断絶し、都市として存続し得なくなった。都市にとって自然の存在は欠くこ

とのできないものである。

産業革命以後の近代化の波によって農村と都市のバランスが崩れ、農村から都市への人口移

動、モータリゼーションなどによって、自然と都市の関わり方が変貌してきた。その関係を歴

史的に見ると次の2つの違う道を辿ってきたといえる。

i )都市と田園を明確に画する道

並)都市と田園の交わりを良しとする道

i )は、都市には都市の秩序、田園には田園の秩序があり、それを混在させるべきではない

という考え。少数派だが、イタリア・トスカーナ地域のシエナ市等がその好例で、あるo 都市の

景観を維持するのには、単なる倫理や道徳のみではなく、厳しい法的規制が力を発揮している。

話)は、都市と田園が交わるのは「しかたがなしリから「積極的Jまでいろいろあるが、世 局時

界のほとんどの都市がこの範鴫に属する。これには次に示す3つの形態がある。 ノ

①破壊して作り直す・・・パリがその例である。古い町の城壁を壊し、道路を広げ、都市

の中にイギリス自然風景式庭園の様式を模範とし、公園や都市林を作った白

② 良好な自然環境をつなぎ合わせて作るネットワーク型・・・広幅員道路と緑地を骨格と

するパークシステム(正しくはParks，Parkways and Boulevard System) 0 ボストン、

ニューヨークなどにその例を見ることができる。

③ 理想、を描いて追求する田園都市論、「都市と自然の幸福な結婚」・・・都市と田園の共存

を理想都市として建設した事例。その後、ゾーニングでコントロールする手法が一般化

する。 20世紀初頭イギリスで誕生し、世界各国に広がった。日本の都市計画法の市街化

区域と市街化調整区域の区分の中にも、この考え方が生きている。

日本はこれら 3つをすべて取り入れ、日本流に解釈して独自の都市計画論を発展させてきた。

①で、はパリのような「破壊Jではなく「転換Jという形をとった。全国の主要都市にある公園
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は、封建時代の資産(城祉、大名庭園)を転換したものが多い(上野公園、弘前公園、栗林公

園など)。②については、関東大震災後の復興事業で、公園と道路により、延焼を遮断していく

という防災計画の考え方から緑地が作られた。③は市街化区域と市街化調整区域の考え方に生

きていて、現代の都市計画法の根幹をなしている。しかし最近では規制緩和が進み、地球環境

保護に逆行するような事態も進行しつつあることが憂慮される。

3. PARTII:地球環境時代の環境インフラ構築

自然の論理、人間活動を支える「大地」の論理が欠落したまま、最近の都市計画理論が発展

してきたところに大きな問題がある。これからの地球環境を考えた都市計画では、農村や山林

など自然環境を考慮に入れたものでなければならない。中でも生命の源で、ある水資源、は重要で、

あり、国土のマネジメントを流域圏を対象として行う方法論の開発と実践を行っている。

具体的には、「流域圏j と「沿岸域」という 2つの視点から、新しい地球環境時代の都市計画

を調査研究し、都市計画基礎調査の精度である 2500分の lのスケールに対応で、きる計画論を

展開している。さまざまの生態的指標についてデータを集積し、可視化することにより、都市

の実態や将来のシミュレーション結果を理解しやすく表示できる。たとえば昆虫など生き物を

指標として調べ、流域圏と沿岸域のデータをつき合わせることにより、環境基盤の現状を分析

し、計画論に結び付けていくことを試みている。科学的、生態的なデータに裏付けられた拠り

所をもとにメガシティを考える必要がある。

横浜では大学と行政が協力し、市民との対話を進めながら都市計画を進めている。同じ東京

湾の沿岸域で、あっても、横浜、川崎はしっかりしている。共通の環境基盤を提供することによ

り、海の自然を取り込んだ新しい自然ビジョンを描き、メガシティ東京がトップランナーとし

て世界に見本を示せるようにしたい。

流域圏プランニングの他の例として、パラオのパベルダオブ島で、の調査研・究で、は、 1920年代

のデータと現代のデータを比較することにより、微地形に対応し、モザイク的に土地を疲弊さ

せないようにしてきた土地利用方法(アグロフオレストリー)が有効に働いていることが示された。

もうひとつの例として、 2008年の四川省大地震後の復興計画が挙げられる。中国政府の呼び

かけに応じて世界各国から提案が寄せられたが、日本のプロジェクトは現在まで継続している。

流域圏の生態的システムを緑地、水、文化(暮らし)という 3点セットでとらえ、町の復興を考

えるという手法が現地で好評を得た。農村を集約しながらも、ブルドーザーで全部平らにして

都市化するのではなく、既存の農村基盤を活かしながら集約するもので、「林盤j と称するコミ

ュニティの原型となる集落構造を基本として、復興計画を進めている。

4.まとめ

C02半減という目標に向かう地球環境時代の環境デザインとして、大地の論理が決定的な問

題であると認識し、それを踏まえた都市計画理論を構築すべきである。

緑と水を結ぶネットワーク「エコロジカル・コリダー(生命の回廊)Jをベースとして生命都

市を実現していけば、地球環境維持に貢献する社会インフラが構築できる。

EA] Information No.143 / 2010年10月 3



4 

質疑応答

質問:川崎、横浜において緑地・流域を基礎に自然を回復する活動が先進的に進んでいるのに対

し、その他の関東圏の取り組みが遅れている状態とのことだが、どのような改善策をとるべ

きか、改善にどのくらい時間が必要か。

回答:日本は気候に恵まれているので、自然がよみがえるような基盤さえしっかり作ればそう難

しくない。ただし基盤がなければ努力しても無駄。どのような自然を回復していくかについ

て、生態学を踏まえた知見がカギである。それさえあれば可能。 10年程度で回復できるので

はないか。ちなみに、明治神宮内苑の森は、現在は欝蒼としているが、大正時代は練兵場で、

森は存在しなかった。適切な理論にもとづく、都市の自然の創出が可能であるという、東京

における貴重な実験例である。

質問:) 11崎には公害問題があり、横浜は極めて人口増加率が高いという危機意識があったので、 肩関

沿岸域整備が進んだのではないか。行政の関与のしかたにも差があるのではないか。

回答:その通りであると思う。横浜は、「みなとみらいj というアーバン・デザインで沿岸域を活

性化していった。川崎は、公害問題の解決という長く苦しい時代を経て、現在では、日本を

リードしてきた大企業の技術力を活かし、アジアの先端産業のフロンティアに変身したいと

いう目標から、海の自然の回復に力をいれている。横浜と川崎は互いに競い合っていて、行

政・市民のモチベーションが高い。

質問:庭園造りの思想は国によって非常に異なる。同様に、都市計画でもそのようなお国柄はあ

るか。たとえば、四川の復興計画においてはどうで、あったか。

回答:四川復興計画案はその通りで、シンガポールはカジノを建設し、観光振興による復興案を

提示した。アメリカはサンフランシスコのようなニュータウン建設案で、農村は全く考えら

れていなかった。フランスは新幹線を通して交通を基礎に復興する案と、各国さまざまであ

った。都市と自然・農村との共生案は日本と台湾からで、あった。ともに農耕文化が基礎にあ

り、国民の遺伝子に組み込まれているo 幸い日本の提案が採択された。ちなみにフランスが

提案した成都と都江堰を結ぶ新幹線は、国家プロジェトとして、わずか2年で実施され、2010

年 5月に開通する運びとなったo 中国における意志決定の速さと実行力は驚嘆すべきものが

あるが、拙速に走った場合、逆にリスクも伴うといえるロ

質問:東アジアにおいて日本が政府レベルで協力すべき環境関連プロジェクトについてお考えは

ないか。

回答:自然環境と都市開発を両立させる、新しい都市計画の考え方を、実践していくべきと考え

る。東大GCOEでは、この目的から、アジア生態都市計画研究を行っており、藩陽(旧奉天)

などで、実際に実現に移している。中国は、 2008年、都市計画法を都市・農村計画法に改正

した。その最大の目標は、「農地を現状よりも、絶対に減らさないという原則jの導入である。

この結果、都市近郊の「農地jを f都市的土地利用地(宅用地)Jに開発するためには、同面

積の宅用地を近郊の農村から調達し、その農村の宅用地は、農地にもどすことが義務づけら

へ
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れた。四川大地震の農村復興は、地震により崩壊した農村集落を集約化することにより余剰

の宅用地を生み出し、ここに大都市のデベロッパーが資金を投入して、実現している例も数

多くある。しかし、都市と農村では地価が格段に違うので、この開発権の交換で、儲ける人

が出るという問題も生じている。

質問:シチリアの美しい景観が風力発電の風車が乱立してすっかり変わってしまった。このよう

な事態を、どのように考えたらよいか。

回答:トスカーナ地方で見られるように、イタリアは景観維持に一番厳しい法規制を持っている。

従ってそのような事例があることに驚いている。地方により事情が違うのかもしれない。景

観維持と自然エネルギー開発の関係は今後の重要な課題で、あることは間違いない。

質問:低炭素社会を技術のみで実現するのではなく、社会基盤、生活基盤のあり方から考えるべ

きというご意見に賛同するが、その観点から、都市近郊の開発による人口の急増、地方の過

疎化など人口動態と流域プランニングの関係が大事である。どう考えるか。

回答:人口動態は重要な課題であり、ポピュレーションダイナミクスという立派な分野がある。

しかし、土地利用の動態については、細かなデータが全く整備されていない。一例を農地に

ついてみれば、現在、耕作放棄地が大きな問題となっているが、おおよその数値は、県、国

レベルで、押さえていても、どの場所にどれだけの放棄地が発生しているかについては、即

地的データは全くない。また、詳細な自然環境、生物多様性などのデータも不十分である。

適切なデータがなければ、長期的計画は不可能であり、温暖化の観測に投入される 100分の

lでも構わないので、国土の基礎的データの整備に力をいれるべきである。いわゆる平成の

大合併により、山から海までを含むような大都市(仙台、浜松など)も現れている。日本に

おける国土利用は、森林法、自然公園法、農地法、都市計画法などにより、縦割りになって

いるが、し、よいよそのような仕組みが機能しない地球環境の時代に入った。ご質問の内容は、

極めて重要であり、国土利用計画の枠組みに波及する課題で、あると考えている。

質問:人種や宗教により画然と区分した都市計画(アレキサンダ一大王の統治例)があるが、こ

れについてどう考えるか。

回答:人種などで区分された都市は好きではない。日本のように少なくとも見かけ上は融合して

いるのは良いことで、今後、日本の良さを活かすべきであると思っている。

質問:メガシティ化は地球環境時代に逆行するともみえるがどう考えるか。

回答:エネルギー消費に関するデータを持っていないのでまだ研究していないが、定量的に議論

すべき重要な問題と認識している。工学系の方と協力してシミュレーションをしてみたい。

(フロアからのコメントとして、人口密度が高いコンパクトシティでは、公共交通手段の有

効活用などにより、エネルギー効率が改善されるというメリットがあるのではなし、かとの指

摘があった。)

以上
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第161回談話サロン

地球環境時代の環境デザイン
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世界のほとんどの都市 . 
ロンドン、パリ、ベルリン . 
ニューヨーク、ボストン、東京 . 

「近代都市計画jの理論は、これらの都市の発.
展と制御の必要性から形成されてきた。 I

(田園都市論、パークシステム論、 . 



<都市と田園が交わることをよしとした都市>

田昌白書道悶~J~==里町田」

~“ネットワーク型111パークシステム
ボストン他

3.“理想都市型111田園都市論
イギリス他

日本の都市は、このすべてを受け入れ、
“まだら模様"で、~.]世紀を駆け抜けた。

<都市と田園が交わることをよしとした都市>目

第一の方法 目

“破壊"

パリ1

<都市と田園が交わることをよしとした都市>

第二の方法

“ネットワーク" 目
都市の成長を“是"とし、ダイナミズムに目

そった都市と自然の関係を構築 目

パークシステム(ParkSystem) 目
正しくは、公園と街路のシステム . 

(Parks I Parkwa s and Boulevard System) 

ボストン、ニューヨーク、シカゴ、サンフランシスコ他目

10 

11 

12 
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田園都市の三つの原則

-土地所有の一元化(株式会社の設立)

.恒久的農業地帯の維持

-成長管理の思想(都市の適正規模の提案)

13 

14 

15 
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| 芝公園叫所有の変遷 | 

湖上寺所麗 17 
.a1日:ム由主割以出品FJHI ー・・・圃圃圃圃幽幽越岨

18 
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..・.."ス?ール

生命を育む環境の基盤としての流域圏
-繰り返されてきた計画論

-多層構造を有する21世紀型の都市計画に必要な
「ズームイン・ズームアウトJ

j流域間プランニング(凶七一jム-域-Mllrli一地区)
ttt~ Ji . ItI I I "叫

2、。.I)UI)

22 

23 

24 
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地区レヴェル(横浜市:小流域図)

自然面率

シナリオ①
市街地の担l:大

50mDEM(1:25，OOO地形図)微細な
地形の反映が困難

1伽DEM(1:2500地形図)をもとに
作図。

ー宅地や道路造成により自然
地形が喪失した地域は、雨

水排水区により修正

一行政界をまたぐ小流域、流
域界に関する考え方

小min%数は130，1(炉l平均而j.j'fは25.2ha

(版部{扇iU6.1)

丘陵 ・ 谷戸~~I) と台tt!ltfflの328 . 6kn{(iliJ或の75.8%)

緑の量による評価

樹林地率 農地本

呂"・

2004年時点からの変化

25 

26 

27 



都市には工場緑地や住宅の緑など、 笠かな緑
地資源が散在している。

品々X，

各自治体による都市緑地の鯛査は手法、 精度
ともにバラバラで民有地を鯛査していない場
合が多い。二酸化炭素吸収量も以下のような
簡易な手法で算定されており、現状を反映し
ているとはいえない :ALEiJ 
r 、 (市の掛醐 ¥" J ・，ι ム 「

t会慢の抑による吸収量)x ，~~__......_. ...~ j' -; ~~，; :(~.t_L... 勺、
、 ， (会~の誤祢面積) ‘ ・.川e匂へ ， 

、~

既往研究においても、工場緑地や住宅の緑な ;f .正 43ト?曳う
どによる炭素吸収を野価した例は局所的1<:し 1， . ~ ~~~ ，!ぺ
かなく、都市1或全体での僻価を行った例はな VJ3ejap Fl 
L、

‘~ 、. 、， -ー.... 恒四..， (tx.信江12回81.11m.圃薄日開日.丸田，中村，野島(20伺11 九3 ・ r~曹 τr

吟小規模や民有地などで現在附 されていない都市の緑山 与えj'
炭素吸収を評価し、今後の都市緑化に新たな指練を与える。
作成斉穣直哉 (東京大学大学院都市工学専攻) -..，..，.ー"="一円J-'.

横浜市を対象とした分析結果
。都市4建造との比較分析 ra;:-石芯2自然的出世利用における償制担

ー 約27，392t-C02/年
森林など自然的土地利用を除〈都市的土地利用 」

における炭素吸収は市綬全体の約49.3%に相当 1" ，-.， '，吋 ~'.-;'ζか- " 
J F ・ ，、、e.‘・1

し霊妥な吸収源であった ゐ

うち都市公園・i也成制緑地による炭素吸収は、市
民正全体の約21.2%に過ぎず、森林・田畑を除く都
市岐において全体の吸収量の約34.6%1こ相当す
る盆が吸収されていた

都市公園 ・1也t量制緑地による炭窯吸1担

約11，237t-C02/年

F・1 ・ー、ヘ ，.! マ

l' . - Jt ，c -・， '_，' ~ ・正 、

YLfITh--;ヶ;Jム〉 .
住宅地では第一4重i正問住宅専用地綾などで炭素 rnA拘7い恥初叩古田l品目醐
吸収量が大きく、用途混在の激しい用途i也妓では | 約18，362ト仁02/年
吸収量は少ない に

工業用地における炭素吸収は大きく(43.5t-
C02/krril年)、工場緑化は評価されていないが重

要な吸収;原であることがわかった

ι:，¥ t .=' '.: : ~ .;.， ハ
住宅地主ど郡市崎土地利用における腹車種阻

約25，676t-C02/年

G 
R 

~ .平価されていない綿布緑tもによる吸収の霊要性をlì(:~
他の市t愛での分析結果を加えて、 q及収源分布の傾向を導き出す

28 

29 

30 
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横浜市を対象とした分析結果
心小流i或を単位とした分析

当 織の量や水循環なとその他指標と窓ね合わせ、自然環療に却した!I!!t或の

A 

サステナビリティーを際価することで、都市計画の新たな原単位として野備する I 31 

32 

流域圏と沿岸域

33 
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".ftt;， 

Study area 

ー一.ー----・ ...."'. ー・.

CWIA 

TOICYO 

同 叫吋τ・

自然的な秩序で形成された緑地と人為的に整備、

管理された緑地に分け、埋立地の生態的な環境基
盤地図を作成する

-単一的な環境ととられる人工基盤の上の緑地の多

様性もしくはそのポテンシャルを示す。

、l
「
凶

「自然の秩序 寸

成立 不成立

査

l
1
の
飼
常
生
通
組
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環境基盤図

(試案)
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生物多様性に関する調査

Result 
.i1i:i!l闘の生忠lこ彩智する要議

，f必1出の4自殺管理・人治的圧力』
管理初度のほい地点では‘管理直後には出現数が主主少

するが.その後回復がみられた.一方、値税管理頻度の

高い緑地では生息数の回復はみられなかった.

2f倒林i也の明るさ‘樹種J

中高木4直談1也でも、ii?i栽管理度合が強〈、防府伎のnl:
い個所は、 F占~I主の高い個所に比べて、 ili組自の生息

数が減少する

J ‘'唱，、
品・，‘'

圃
圃

圃

ω
 -

R
 

M

J

V

 

"柵
f
i

ev'
回-Fe
，一、.
1

一
-
d
e喝

‘
 

...・

・-
掴・・・
.・・田・・

3f周辺地ほからの犯行J

，.. .. 周辺地I去の違いにより、街路樹等の俗説宇野についても、

直紐自の生息が多〈見られる伺所がある

・ 良質なハツ子からの~e継が近い地点、もし〈はハッ

チ同士のつながりが強い地点、マトリツヲスの質

・コリドーとなる河川や街路樹が1J本抱生を伴う場合

-・¥
， ー、司事
.....:-・・、

.. ~ 

生物生息調査(1ミッタ)
2()(17-8年、20(J!1年8-10月

台場i也区 、.
・・、‘.

4・.-. --. . .・ 習志野、

幕張地区-・
.' -・

'"・~1Il1i!

，・・、
『. 

I r 
，ル' 川崎地区

、.、、
。、~ ! .. . ， 、"・

区仰】沢金1電
t
・‘

.. .4 
.-_".，. 
ヅ"l.-_・
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階層的な

ビオトープマップの整備

"'ド拘・園田帆
-寓M・u・也
、ゆ織内

・・・~.
.‘' 

LムLι・同A 
衛星画像による緑被1也のデ-11の作成(広峨}

都市部を含む首都圏全織での統一デ-11笠備

-一一〆

40 

41 

:，1 .既存の

da手

42 
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&J，~礎向治体

ーJgjJlインフラにl則す
る).~鎚1，'1側

/:11 ， 1;マ ス. 似の).~本
，11'肺!などの行政JI'p"J

毛主}JII・述般
のPtj(J.み
併すijj'，JJt.び行政
縦;Wりを起iえたm
I且インフラの1臨JdG
下itの(NIII
-多織なステイクホ
ルダを品品川lさせる
仲創lみの倒111

Ultえ B十唱圃

E附号。.:}:・
Pdt<h 日 国

Corridof _ー圃ニー回一

Matrcc J 
E匂e

壇場インフラ
デーヲベース

デ市ー民タ企ベI!ー，置ス期

ピ才トープマップ

111兎インフラに閉する‘
Ut貧偲

圃修は所どマのス.行叫政のS+a圃S別院副

各省庁.且ぴ行政組

1l%.Iiえた渇塙イン
フラ由鼎成手i去由創
出

壱創多@阻出加，~害スぜテるイ枠クホ組ルみずの

43 

44 
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研究対象地:ミクロネシア島雌パラ

オ共和国バベルダオブ島
-綴要
ー人口.約2万人、面W458 km2 
-~l!手持f生気候平均昔、'::127 C.降水底38叩 mmif 

.. 
‘"‘、..，陶‘、""・;''I'A‘・

.，C";f 
-経済
ー主要産業観光業年間8-9万人

ー銭入の約半分を米国からの無償i量助に依存

<，(.tJlI'n~、".側、.，
円 /y<.，."

-鯖外国による統治

ー 19C後半日スヘイン・1虫・日本・米
ー日本の南jj!政策の拠点(1922年、南洋庁段位)

ふ‘' ‘ザま‘ ， ' 日本作 j(l) ;がふ
又・.'~"!~:..jJ! f\円Jf'.)Jí本訟の箇であ認i百人組する

旬、竹内"、、“
......n.，'~.，.~ 

p-
M
世

a

M
2
h
a
 

u
 .、 ・“・.~‘、"調-..  ，... .~却 r

;" VltIt'I!咽'N‘山
'‘"" "3咽

-近年の外国資本による開発

-KB逮絡橋 2002年(日本)

'首都移転 2006年{台湾}

-，G，肉周遊道路 2007年(米国)

..._. ...， 
t・，..;. !_....-、‘、凶晦句切州'，'"
"・ι."，~， ，:::;;i .~!~. ・・'''.1..・. 一一一一 E...、... 

a‘~ハ ‘，，~同区、(.f\I‘・."
"III.~ ‘、，11 T "~#，/ '1'0:.111 

"'';H~ ‘ a‘' 
~世刷、、副

h-鳴， ト・.よZJZN叩 iI 46 
-1ハラオ忌府銭光局より}

研究の目的
地球温暖化の影響を受ける熱帯島幌地域の普遍的課題

である環境と経済の両立に対し、「流域圏プランニングJ

の視点から、持続可能な島略環境マネジメントのモデル

を構築する。

球涜保全
生杓::' 1軍性(~~帯雨林 i司湖町t.'

11!l4温ei;fヒ;毎水沼 .，幅関上H

両立の
必要性

-砂 閥的な醐環境マネシメン卜とは7

経済発展
大国b、らのほ済的自立

外国への人口涜出防止

r;jft減図フランニンクJ
の視点から糸口を筏る

47 

流域国プランニング

流域圏でみる自然環境
閉鎖的かつ限界的な環境を有する島隣地岐においては、陵域における無秩
序な開発が、陸域生態系だけでなく海減生態系へ顕著な影響を及ぼす。

71<循J:.tや生!jL系の基設的単位である流減を基盤とし、E達成と海織を連続し
た一つの環境としてマネジメントを行う流滅菌プランニングが必要不可欠。

周辺道路建~ 2∞7年開通 iIf.土流出 土砂のt量破により死滋した田沼磁
'At .lU働時飾品"・U込çe，~...，.，，， I.fl叫り “・・・ }向・ 4・" I 48 
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流域圏プランニング

流域圏でみる生活文化
島唄に行きる人々は、森と川と海が一体となったコンパクトな生活空
間を形成。近年に道路が整備されるまで主要交通手段は「船」で

あった。

流織は、 生活空間の基礎的単位でもある。

困 主食の知 刊 囚

〈変化〉
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， .....1. 、

-集落数の推移
ー現存集落:37個

一新集落:8個

一消失集落:28個

約半数近くの集落が消失。
その理由の詳細な研究は
今後の課題であるが、少な
くとも、この分析から、約一
世紀に渡り存続してきた集
落を摘出することが可能。

22 
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NlJeluong Bay 

【流域】での集落立地
molJ:イミョング流域
(4集落がVSM型)

消滅してしまった集落合

わせて5つの集落全てが、
別々の小流域に一つずつ
位置。イミヨング流域にお
いて行い、 尾根綿により固
まれた小流減の空間単位

か、1.k~容の領域の形成や
分布に影符を及ぼしてい
る。

イミヨング集落の事例【小流域】と集落の構造と機能

モザイク状の土地利用
集落内の土地利用は、アグロフ
オレス卜・マングローブ林・湿地林・
高地林などの森林、果樹園・乾生
イモ畑・湿生イモ畑などの耕作I也、
そして、文化や宗教に供する施設
など、多様な土地利用形態が、微

地形・土壌・水環境など、自然環境
の秩序に沿ってモザイク状に営ま
れている。細かな環境の変化を反
映した小規模なモザイク空間の水
平的分布が、持続性を支える土地
利用システムの重要な要素である
と考えられる。

23 
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lIIIIIIm流域圏研究:その

| 震災復興計画と流域圏プランニングの | 
| 展開 | 

| 四川省大地震年5月~日発生­

年5月~日ー現在まで継続して支|
|援

55 
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5)永久文化農村の建設
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8 保全毅備の考え方 l

林弘~(:.l守~âl ド"1

1+鎗分Ifi
-.....， ~ WSWilIi>liI 

寸
・

.‘.ヘ・
・↑'

a

齢、‘
J

‘{

M

U

い・
u
・

川

p
，N
t
k

、
.E
台
、

円、
.

~総・;:S!t伺 c，_島・・句2鋼
、句"“州川

~H I TWl''¥ ~毛主や 1t11:P';i句 ト，，'

.， 町川 ...一 出口:;;::ー、2 a，RJ£N 36弘 司巴 問 ‘

、、' 合同・" " ザ胃J剛、勺刻、，

11I1~f，"・M附t

r、l阿1¥ 、い
旬、..... \ .~~.;、
川川J ‘〕〆~~~・1、・λO
... -1 -~ 

Inrf'lau>002 
ザ"、.t;:o"_，，"，'

.町、、そ.‘、v:...，f' ... 、.'‘・E
、ぐ:;.~.':.>~-~ 一一川・.、 、a
.-コタ~-~.(一一川
、、.-，ノご :: 、J

官、I"-'C 両

足、;1: ¥.:t:を
l(Ji，(! ・ィ 1....-:.、
肉 1 ・

111"，包訓 ，， ~ m・l・.""・"、 ‘“ 。，..tro‘、"，、."・h
1'''' ，，(10 

• .io4 ，，-)101 ll'，"，'・e

処 Lq¥ 
1 川、、

. ..n<oll‘.. • 

.....2!!.晶塑五4ヱ
64 

文化の

持続性

環境の

持続性

社会の

持続性

生命都市
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まとめ
地球環境時代の環境デザイン

PART 1 歴史的視座

'20世紀都市計画における「都市と自然」

「破壊」、「ネットワーク」、「理想都市論jの3つの考え方により

誕生。

・日本の特性

「破壊ではなく転換」、「防災都市計画によるネットワークの

実現J、f軒余曲折をへた理想都市論」
PART 2 地球環境時代の環境デザイン

'C02半減社会の具体的都市像を、 導くための基礎的研究と方
法論の開発の必要性。

そのーっとしての流域圏プランニング、の展開(構造)

ネットワークとしての、エコロジカル・コリダ一(生命の回廊)

.生命都市の実現
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